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えるなどの力仕事を担当した。看護師資格

を持った人が必要だったのは，入浴の前に

血圧と体温を測って，健康状態を確認する

ためである。

１年目に１市７町１村と委託契約を締結

した。多くの人が待ち望んでいたはずのサ

ービスで「さあ忙しくなる」と意気込んだ

が，当初の申し込みは期待したほどではな

かった。サービスを申し込めば，あそこの

嫁は役場に入浴サービスを頼んだと近所か

ら言われる…と躊躇する人が多かったから

だ。そこで，地域の民生委員を集めた説明

会で，矢吹さんは「入浴サービスは寝たき

りの人に対する福祉ですが，嫁福祉でもあ

るのです」と説明し，そのように説いて回

ってもらうことにした。以来，申し込みは

徐々に増え，やがて，月１回の入浴サービ

ス予算を組んでいた町の予算が不足するほ

ど殺到するようになった。

入浴サービス中に，介護者のお嫁さんか

らこんな話を聞いたことがある。お風呂の

好きなおばあちゃんだった。寝たきりにな

り，長い間お風呂に入ることができなかっ

た。お嫁さんはおばあちゃんに聞こえない

よう，音を立てないよう，こっそりお風呂

に入っていたという。「でも，今日は私も

気兼ねなくお風呂に入ることができます。

おばあちゃん，よかったね，うれしかった

ね」。お嫁さんはそう言ってぽろぽろと涙

をこぼした。このとき矢吹さんは，入浴サ

ービスが介護する人たちの心も安らげるの

だということを知り，以来，「東海入浴サ

ービス」は「介護者を支える」ことを基本

方針に掲げるようになった。

こうして入浴サービスの申し込みは増え

ていき，「東海入浴サービス」に業務を委

託する市町村も増えていった。委託市町村

は１９８５年には１６市町村，１９８８年には念願の

名古屋市社会福祉協議会からも受託を果た

した。

１９９０年には会社名を「東海入浴サービ

ス」から「福祉の里」に変え，やがて業務

の範囲を在宅介護サービス，デイサービ

ス，寝具乾燥サービスなどにも拡大。２０００

年に介護保険制度がはじまると，一層の多

角化がすすんだ。

■「ありがとう」と言われたら

「しまった」と思え

近年は施設介護が増えている。「福祉の

里」でもショートステイ，グループホーム，
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入浴サービスのイメージ（パンフレットより）
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老人ホームなど９つの施設があるが，矢吹

さんはあくまで訪問介護に重点を置きたい

と考えている。事業者にとっては施設介護

のほうがずっと効率がよいのだが，要介護

者にとっては住み慣れた自宅で介護しても

らうほうが幸せだろうと思うからだ。

人を介護するというのは人に喜んでもら

う仕事である。ヘルパーも看護師も，誰も

がつい「ありがとう」という言葉を期待し

がちだ。しかし，秘書の大口美樹さんによ

ると，「会長は『ありがとう』と言われた

ら『しまった』と思え，と言われるのです」

と言う。

介護される側は，自分が弱者の立場にあ

ることを知っている。介護者にへそを曲げ

られたら，次に期待する介護をしてもらえ

ないかもしれない。だから，介護される側

は多少不満があっても「ありがとう」と言

う。「ありがとう」という言葉を聞いたら，

自分の仕事が本当にその「ありがとう」に

ふさわしいものであったかどうかを振り返

れ，逆にクレームを聞いたら「しめた」と

思え，改善のチャンスが与えられたと思

え，と矢吹さんは言ってきた。目標を高く

持ってこそ仕事の価値を高めていける。低

いレベルにとどまって満足してしまうこと

を戒めたのである。

■人はご恩に報いる

大口さんが入社したとき，福祉の里はす

でに数百人の大所帯で，事業所も数十に分

かれ，同じ社員でありながら知らない人が

大勢いた。そこで，矢吹さんの発案で社員

旅行がはじまった。マイクロバスを仕立

て，それを毎回矢吹さんが運転して，２０数

人ずつ温泉や観光地に一泊旅行してコミュ

ニケーションを図る。

社員旅行は１年間で３０回に上り，社員は

自分の仕事のスケジュールとの兼ね合い

で，そのうちのどれかを選ぶ。行き先は５

コースに決まっている。大口さんが感心し

たのは，矢吹さんがまるで親類の家に泊ま

るように必ず同じ宿泊先を選び，いつもと

同じ仲居さんにお世話してもらうことだ。

「安くしますから，ぜひうちにお泊まりくだ

さい」という営業マンの熱心な勧めにも，

矢吹さんが動じることはない。その理由を，

矢吹さんは「人はご恩に報いるものだから」

と言う。「思えば思わるる」とも言う。自

分が相手に好意的な態度で接していると，

まるでこだまが返ってくるように，相手も

そのように接してくれるというのである。

矢吹さん手づくりの打たせ湯用出水口を示す
大口さん
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取材・執筆 山口 幸正（やまぐち ゆきまさ）

《プロフィール》
外資系食品製造業人事部勤務の後，産業教材出版業勤務。全国提案実績調査を担当し，改善提案教
育誌を創刊。１９８５年に独立し創意社を設立，『絵で見る創意くふう事典』『提案制度の現状と今後の
動向』『提案力を１０倍アップする発想法演習』『提案審査表彰基準集』『改善審査表彰基準集』『オフ
ィス改善事例集』などの独自教材を編集出版。４０年にわたって企業・団体の改善活動を取材。現在
はフリーライター。
●創意社ホームページ http://www.souisha.com 「絵で見る創意くふう事典」をネット公開中

■無計画の計画

「中学生の頃，下村湖人の『次郎物語』の

中で読んだ『無計画の計画』という言葉が

私の中にずっと残っています」と，矢吹さ

んが最後に言った。

「主人公の次郎が，兄の恭一とその友人

と３人で旅行するのです。目的地だけ決め

るのですが，途中どこをどんなルートで行

くかは決めないで出かける。自分の人生も

そうだった」と，矢吹さんは言う。はじめ

から細かい計画を立てても，そのとおりい

くはずがない。目的地だけ決めて，そこに

至る道はその時々で最善の道を探すしかな

い。真っ直ぐに訪問入浴サービスの道をす

すもうということだけ決め，それ以外のこ

とは考えず，自分なりにベストと思う道を

歩いてきた。道が２つに分かれていたら，

厳しいほうの道を選んできたという。
か え

昨年１２月，矢吹さんは，次女の華絵さん

に社長の職を譲った。アメリカで発達障害

の子供たちのケアを学び，その後長く，そ

れを実践するＮＰＯ法人で仕事をしてきた

人である。日本の高齢者問題はまだ３０年続

くが，やがて峠を越えるときがくる。それ

と並行してこれからは発達障害者のケアが

もっと大きな課題になっていくのではない

か。矢吹会長と華絵新社長の壮大な展望に

触れた気がした。

＊本稿の作成に当たって矢吹孝男著「バキューム

カーに乗って見た夢」（幻冬舎，２０１３），大口美

樹著「働く女子の基本」（幻冬舎，２０１８）を参

考にしました。
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